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農大跡地活用推進事業

１　事業の概要

　鶴ヶ島市太田ヶ谷地内の農業大学校及び農林総合研究

センター鶴ヶ島試験地の跡地に先端産業等を集積するた

め、土地利用や道路及び下水道などの施設整備に関して

調査検討するとともに、関係機関との調整を行う。

（１）農大跡地活用推進事業　　1,693,494千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×3人＝28,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　農業大学等跡地を先端産業等の集積用地として活用するため、開発事業着手に至るまでに必要な関係機関や地元
　　住民などとの調整等や建物等の解体を行うものである。

（２）事業計画
　　　平成28年度　土地利用計画等の検討及び調整、建物等の解体処理
　　　平成29年度以降　環境影響評価及び都市計画変更の手続の開始

（３）事業効果
　　　先端産業等関連企業を集積することにより、埼玉県に活力を与えることができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　道路、上水道、下水道、公園緑地などの整備や土地利用調整に関し、地元鶴ヶ島市をはじめ、周辺の川越市、坂
　　戸市、日高市の自治体や国土交通省及び農林水産省等との綿密な連携が必要である。

(単位：千円)
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